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　１２月定例会は、１２月７日から２２日までの１６日間を会期として開催された。
　今期定例会の一般質問は１０議員から通告があり、第１日目（１２月７日）７議員、第２日目（１２月８日）
３議員と２日間に分けて質問した。
 （※一般質問概要は、７ページから）
　議案審議は、１２月８日、２２日に行われ、町長提案議案は追加議案含め１７件、議員提出案件は４件あり、
それぞれ慎重に審議を行った。「湖東三山館あいしょうの指定管理者の指定につき議決を求めることについて」、

「中山道愛知川宿街道交流館の指定管理者の指定につき議決を求めることについて」の２件は否決された。そ
れ以外の議案はすべて可決された。

12月8日

10月28日

原案
可決

原案
可決

全員賛成の議案

全員賛成の議案

地方税法等の一部を改正する法律（令和４年法律第１号）の施行に伴い所要の改正を行うもの。

愛荘町立福祉センター愛の郷空調設備等改修工事
　変更前の契約金額　61,435,000 円　　→　　変更後の契約金額　62,172,000 円
　契約の相手方　（株）湖東工業所

愛荘町税条例等の一部を改正する条例

契約の締結につき議決を求めることについて

議案第５０号

議案第４７号

議案番号

議案番号

件　　　　　　名

件　　　　　　名

議決結果

議決結果

議決日

議決日

愛荘町立福祉センター愛の郷などの指定管理者を指定するもの
　・指定管理者　社会福祉法人　愛荘町社会福祉協議会
　・指定の期間　令和 5 年 4 月 1 日から令和 7 年 3 月 31 日

歳入歳出に、161,055 千円追加し、総額を、11,871,151 千円とする。
※主な補正内容
　・電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付事業（非課税世帯等 5 万円給付）関係経費

愛荘町立福祉センター愛の郷および愛荘町立福祉センターラポール秦荘いきいきセンター
ならびに愛荘町立福祉センターラポール秦荘はつらつドームの指定管理者の指定につき議
決を求めることについて

令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第６号）

議案第５４号

議案第４８号

愛知中学校校舎等大規模増改築工事（建築）
　変更前の契約金額　1,922,622,900 円　　→　　変更後の契約金額　1,939,696,000 円
　契約の相手方　奥田・伊藤建設工事共同企業体

文化施設衛生環境等改善工事
　契約金額　74,778,000 円
　契約の相手方　( 有 ) 山本設備工業

契約の締結につき議決を求めることについて

契約の締結につき議決を求めることについて

議案第５５号

議案第４９号

議案第５７号 歳入歳出に、165 千円追加し、総額を、1,890,671 千円とする。
※主な補正内容
　・未就学児に係る均等割保険料負担金の創設に伴うシステム改修関係経費

令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案第５８号 歳入歳出に、8,387 千円追加し、総額を、1,594,115 千円とする。
※主な補正内容
　・介護予防サービス給付事業の増加に伴う経費

令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第５９号 本町における行政手続オンライン化の推進のため、これまでその収納方法が現金に限定されていた
手数料等について、現金によらない方法での収納が可能となるよう改正を行うもの。

愛荘町手数料条例の一部を改正する条例

議案第６０号 人事院の勧告に基づき、「一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律」が公布され
たことにより、これに準じて関係する条例の一部を改正するもの。

愛荘町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第６３号 歳入歳出に、99 千円追加し、総額を、1,890,770 千円とする。
※主な補正内容
　・遡及届出等に伴う保険税還付金、人事異動や人事院勧告によるもの

令和４年度愛荘町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

議案第６４号 歳入歳出に、77 千円追加し、総額を、222,759 千円とする。
※主な補正内容
　・人事異動や人事院勧告によるもの

令和４年度愛荘町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 12月22日

11月24日

令和４年12月定例会 令和４年12月定例会 

令和４年 第３回臨時会・第４回臨時会令和４年 第３回臨時会・第４回臨時会

令和４年度愛荘町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

令和４年度愛荘町下水道事業会計補正予算（第２号）

各常任委員会閉会中の継続調査について

議員派遣について

歳入歳出に、582 千円追加し、総額を、1,593,533 千円とする。
※主な補正内容
　・人事異動や人事院勧告によるもの

収益的収入支出の予定額を 873 千円減額する。
※主な補正内容
　・人事異動や人事院勧告によるもの

総務産業建設・教育民生・広報の各常任委員会より、閉会中も所管事務について継続調査を行いた
い旨の申し出があったもの。

議案第６５号

議案第６６号

議提第１６号 
　　　～ 

議提第１８号
議提第１９号

（ 　　　  ）

（ 　　　  ）

※議長　村田　定は採決に
　加わっていません。

※議長　村田　定は採決に
　加わっていません。

（ 　　　  ）賛否が分かれた議案

議案第５１号
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12
月
８
日

12
月
８
日

12
月
22
日

使用申請を前日までに撤回した場合は、使用料が還付ができる
ことを、1週間前までとすることや、祝日のドーム利用の要望も
増えていることから、はつらつドームの休館日を「祝日を除く水
曜日」および「年末年始」とするもの。

議案第５２号 湖東三山館あいしょうの指定管理者を指定するもの
　・指定管理者　（株）三和サービス
　・指定の期間　令和5年4月1日から令和10年3月31日

議案第５３号 中山道愛知川宿街道交流館の指定管理者を指定するもの
　・指定管理者　（株）三和サービス
　・指定の期間　令和5年4月1日から令和10年3月31日

議案第５６号

議案第６１号

歳入歳出に、49,729千円追加し、総額を、11,920,880千円とす
る。
※主な補正内容
　・補装具助成利用者増加に伴う経費、過年度の子ども・子育て
支援交付金精算による返還金

○賛成　×反対

久
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夫

森
野
　
　
隆

辰
己
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果

議
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日

※議長　村田　定は採決に
　加わっていません。

人事院の勧告に基づき、「特別職の職員の給与に関する法律の一
部を改正する法律」が公布されたことにより、これに準じて関係
する条例の一部を改正するもの。

議案第６２号
歳入歳出に、37,546千円追加し、総額を、11,958,426千円とす
る。
※主な補正内容
　・国の出産・子育て応援交付金事業改修関係経費、人事異動や
人事院勧告によるもの

愛荘町立福祉センターラポール秦荘ふれあい福祉施設条例の一
部を改正する条例

湖東三山館あいしょうの指定管理者の指定につき議決を求める
ことについて

中山道愛知川宿街道交流館の指定管理者の指定につき議決を求
めることについて

令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第７号）

愛荘町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条
例の一部を改正する条例

令和４年度愛荘町一般会計補正予算（第８号）
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た
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治
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公
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施
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和
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績
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す
る
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時
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減
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緊
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と
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え
る
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入
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。
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さ
れ
る
金
額
が
上
が
る
と
い
う
ル

ー
ル
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
法

律
等
引
用
文
言
の
修
正
で
あ
る
。

廃
止
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
組
織

60
歳
を
超
え
て
退
職
す
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
60
歳
時
点
の
状

況
が
基
礎
に
な
る
た
め
、
不
利
益

等
は
な
い
。

毎
年
度
、
所
属
長
へ
次
年
度

体
制
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
事

業
に
必
要
な
人
員
を
確
認
し
、
執

行
体
制
等
に
反
映
し
て
い
る
。

督
促
状
、
催
告
書
の
送
付
に

よ
り
納
付
を
促
す
。
生
活
状
況
か

ら
期
限
内
納
付
が
難
し
い
場
合
に

は
、
分
納
誓
約
を
行
う
な
ど
し
て

年
度
内
に
納
付
す
る
よ
う
相
談
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
徴
収
率
の

向
上
に
繋
げ
て
い
る
。

空
家
等
対
策
計
画
の
改
定
に

伴
う
空
き
家
の
実
態
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
約
７
０
０
件
と
平
成

28
年
度
調
査
か
ら
倍
の
数
に
な
っ

て
お
り
、
分
析
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
空
家
等
の
改
修
補

助
金
に
関
し
て
は
、
住
居
の
主
た

る
部
分
と
な
る
水
回
り
の
修
繕
等

を
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
か

け
た
い
。

期
間
は
平
成
28
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
ま
で
で
あ
り
、
当
時
の

合
意
書
で
業
務
支
援
額
が
定
め
ら

れ
て
お
り
、
上
限
に
達
す
る
ま
で

は
、
期
間
を
延
長
す
る
。
３
社
で

事
業
費
９
億
８
千
万
円
で
あ
る
。

執
行
率
は
令
和
４
年
度
末
で
約
51

％
で
あ
る
。

※
下
水
道
の
整
備
等
に
伴
う
一
般
廃
棄
物

処
理
事
業
等
の
合
理
化
に
関
す
る
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
に

つ
い
て
、
そ
の
受
け
る
著
し
い
影
響
を
緩

和
し
、
経
営
の
近
代
化
お
よ
び
規
模
の
適

正
化
を
図
る
も
の

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン

と
い
っ
た
小
型
特
殊
作
業
車
に
つ

い
て
、
所
有
者
や
販
売
業
者
の
申

請
に
基
づ
き
登
録
し
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
交
付
し
て
い
る
。
未

登
録
車
両
の
調
査
は
実
施
し
て
い

な
い
。

　

公
道
を
走
行
す
る
車
両
に
つ
い

て
は
、
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら

啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
と

は
、
全
国
共
通
の
仕
様
書
で
構
築

さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
統
一
す
る
こ

と
で
あ
り
、
法
改
正
等
に
よ
る
シ

ス
テ
ム
改
修
が
必
要
最
低
限
に
抑

え
ら
れ
る
想
定
で
あ
る
。　

　

50
業
務
の
う
ち
、
20
業
務
が
統

一
の
対
象
と
な
る
業
務
で
あ
る
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
効
果
は

あ
る
が
、
移
行
に
つ
い
て
は
、
６

町
ク
ラ
ウ
ド
の
枠
組
み
で
進
め
る

予
定
で
あ
る
。

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問

問

問

問

問

問問

問

答

答 答

答

答

答

答

答答

答

答

答答

答

答答

答

答

教
育
民
生

教
育
民
生

　
常
任
委
員
会

　
常
任
委
員
会

教
育
民
生

　
常
任
委
員
会

○
民
生
部
門

○
民
生
部
門

総務産業建設常任委員会

の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例

等
引
用
規
定
を
廃
止
す
る
も
の
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
保
護
に
関
す
る

規
定
内
容
が
変
わ
る
も
の
で
は
な

い
。

　

個
人
情
報
の
本
人
取
得
の
原
則

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
や
、
開
示
請

求
に
対
す
る
開
示
決
定
の
期
限
が

延
長
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
開
示
決
定
の
期
限
に
つ
い

て
は
、
条
例
の
規
定
に
よ
っ
て
現

行
条
例
で
の
規
定
と
同
様
に
15
日

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

基
本
、配
達
は
考
え
て
い
な
い
が
、

困
窮
家
庭
で
引
き
換
え
に
来
る
の

も
困
難
な
場
合
は
、
エ
ー
ル
米
を

活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

保
育
バ
ン
ク
を
実
施
し
、
保
育
所

と
の
繋
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
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妊
娠
お
め
で
と
う
グ
ッ
ズ

の
内
容
は

　
　
　
　
　
（
河
村　
善
一
議
員
）

防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た

行
方
不
明
者
の
捜
索
は

　
　
　
　
　
（
澤
田　
源
宏
議
員
）

学
級
閉
鎖
時
の
学
習
対
応

は

　
　
　
　
　
（
河
村　
善
一
議
員
）

読
書
推
進
の
取
り
組
み
は

　
　
（
河
村　
善
一
議
員
）

図
書
館
で
の
自
主
学
習
の

対
応
は

　
　
　
　
　
（
澤
田　
源
宏
議
員
）

文
化
財
・
埋
蔵
遺
物
の
保

管
は

　
　
　
　
　
（
村
西　
作
雄
議
員
）

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

報
告
書
の
活
用
は　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
辰
己　
保
議
員
）

老
老
介
護
支
援
事
業
の
内

容
は

　
　
　
　
（
中
川　
喜
代
和
議
員
）

愛
ぼ
う
く
ん
の
状
況
や
防

犯
対
策
は

（
澤
田　
源
宏
議
員
）　

（
久
保
田　
正
利
議
員
）

母
子
手
帳
の
発
行
時
、
伝
統

産
業
で
あ
る
麻
織
物
の
タ
オ
ル
と

虫
歯
対
策
と
し
て
歯
ブ
ラ
シ
を
窓

口
で
直
接
手
渡
し
て
い
る
。

行
方
不
明
者
に
関
連
し
認
知

症
患
者
の
行
方
不
明
事
案
は
、
他

市
町
で
も
起
こ
っ
て
い
る
問
題
で

あ
る
の
で
、
他
市
町
の
対
応
も
調

町
内
の
通
学
路
56
カ
所
に

設
置
し
て
い
る
。
身
の
危
険
を
感

じ
た
時
に
押
す
も
の
で
あ
る
。
過

去
に
誤
っ
て
押
さ
れ
た
事
は
あ
る

が
、
危
険
を
感
じ
て
押
さ
れ
た
こ

と
は
無
い
。

　

防
犯
の
観
点
か
ら
、
通
学
路
以

外
の
場
所
も
安
全
面
を
考
え
る
と

必
要
で
は
あ
る
が
、
全
て
を
カ
バ

ー
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
ど
も

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業

で
、
老
老
介
護
世
帯
支
援
助
成
は

16
件
、
年
末
清
掃
支
援
助
成
は
２

件
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に

１
万
円
程
度
を
助
成
す
る
も
の
で

あ
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
ち
帰
り
、

個
別
学
習
用
の
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル

を
使
い
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

プ
リ
ン
ト
等
の
課
題
を
担
任
等
が

配
布
し
対
応
し
て
い
る
。

読
書
感
想
文
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
、「
読
書
で
ガ
チ
ャ
コ
ン
」

に
よ
る
認
定
書
の
交
付
や
、
お
す

す
め
の
本
の
魅
力
を
紹
介
し
合
う

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」
な
ど
、
さ

両
図
書
館
と
も
原
則
と
し

て
、
持
ち
込
み
資
料
だ
け
に
よ
る

学
習
は
お
断
り
し
て
い
る
が
、
利

用
者
の
少
な
い
時
間
帯
な
ど
に
は

状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

秦
荘
図
書
館
で
は
、
長
期
休
業
期

間
に
Ａ
Ｖ
ホ
ー
ル
を
自
習
室
と
し

て
開
放
し
て
い
る
。

現
在
は
、
旧
秦
荘
幼
稚
園
舎

と
愛
知
川
文
化
財
資
料
室
で
埋
蔵

遺
物
等
を
保
管
し
て
い
る
。

　

簡
易
な
倉
庫
や
、
公
共
施
設
内

の
空
き
部
屋
を
利
用
し
保
管
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
る
。
秦
荘
庁
舎

３
階
で
の
保
管
は
、
建
物
が
、
埋

蔵
文
化
財
遺
物
の
過
重
に
耐
え
ら

れ
る
建
物
で
は
な
い
た
め
難
し

い
。
保
管
場
所
は
、
時
間
を
い
た

だ
き
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

報
告
書
を
受
け
、
学
校
の
対

応
、
教
育
委
員
会
の
対
応
を
示
し

て
い
る
。
ま
と
め
た
も
の
を
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で

あ
る
。

問問

問問

問問

問

問問

答答

答 答

答答

答答

答

7

妊娠おめでとうグッズ

埋蔵遺物等を保管している旧秦荘幼稚園園舎

1212
月月
1515
日
（
木
）
開
催

日
（
木
）
開
催

○
教
育
部
門

○
教
育
部
門

１
１
０
番
な
ど
も
活
用
す
る
こ
と

や
、
子
ど
も
自
身
が
自
ら
を
守
る

こ
と
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
も
必

要
で
あ
る
。

査
し
た
う
え
で
協
議
し
て
い
く
。

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
必
要
に
応

じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
進

め
る
。

　

民
具
は
、
約
６
１
４
点
の
う
ち

約
２
０
０
点
を
保
存
・
展
示
し
、

残
り
は
処
分
予
定
で
あ
る
。

8P

10P

9P

11P

12P

13P

14P

16P

15P

17P

一　般　質　問一　般　質　問

制限時間	 質問のみ 30 分以内（答弁は別）
質問方法	 ☆　一括方式
	 ・最初に全部の質問をし、まとめて回答を得る
　	 ・同一議題に対しての質問は 3回まで
	 ☆　一問一答
	 一問ごとに質問・回答を繰り返す

　一般質問とは、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え
方をもとに、町長や教育長などに方
針を問うものです。

【令和 4年 12月定例会】一般質問一覧

※質問や答弁の内容を要約・割愛して掲載してあります。

①
②
③
④
⑤
①
②
①
②
①
②
③
④
⑤
①
②
①

①
②
③
①
②
③ 
①
②
③
④
⑤
①
②

中川喜代和　議員
【一問一答】

村西　作雄　議員
【一問一答】

森野　　隆　議員
【一問一答】

上田　太治　議員
【一問一答】

小菅　久宣　議員
【一問一答】

外川　善正　議員
【一問一答】

久保田正利　議員
【一問一答】

辰己　　保　議員
【一問一答】

瀧　すみ江　議員
【一問一答】

河村　善一　議員
【一問一答】

太鼓づくりの後継者育成について
町内小中学生の登下校時の安全確保について
町内校園におけるいじめと不登校の現況について
職員の定数管理および適材適所配置について
公共施設の最適配置について
自治会の自治力アップとまちづくりについて
２５国スポ・障スポアーチェリー競技開催に向けて
庁舎等公共施設の最適配置の推進に向けて
愛荘町の観光物産振興について
ふるさと納税について
空き家等改修補助金について
町長、副町長の言動について
町長、副町長の職務と職員に対する指示について
町長、副町長の給料について
農業生産と農地の維持管理
道路交通対策
業務ミス発生後における再発防止対策の実施状況について

答弁後の進捗管理について
ウォーカブルタウン創造事業の効果について
行財政改革について
空き家対策事業の利活用について
介護者激励金を 5,000 円にされることを求めることについて
行政事務事業およびまちづくりを進めるに際しての懸念について
新型コロナについて
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金について
思いやり駐車区画について
学校給食の無償化について
庁舎等公共施設の最適配置に関する行政の計画について
障害児者の文化活動とスポーツ活動の推進について
経口中絶薬の危険性について

議員名でさがす議員名でさがす
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令
和
2
年
度
か
ら
の
自
治

会
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

と
効
果
は
。

　
3
年
半
前
の
6
月
議
会
で
、
安

孫
子
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
20
年

先
に
は
自
治
会
加
入
の
46
％
が
空

き
家
に
な
る
。
区
長
の
選
出
も
評

議
員
も
な
り
手
が
な
い
。
早
急
に

町
の
抜
本
的
な
施
策
で
打
開
し
な

い
と
、
町
全
体
が
立
ち
い
か
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
。

　
町
長
か
ら
は
、
自
治
会
で
地
域

ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
り

伝
え
る
と
の
意
識
醸
成
の
自
治
会

支
援
が
提
案
さ
れ
た
。
自
治
会
に

活
力
、
活
気
が
あ
れ
ば
、
勢
い
町

自
体
も
活
性
化
す
る
。
反
対
に
自

治
会
活
動
が
停
滞
す
れ
ば
、
町
全

体
に
も
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
自
治
会
活

動
の
活
性
化
は
、
町
の
大
き
な
課

題
だ
。

　
町
で
は
、令
和
2
年
度
か
ら
3
年

度
に
か
け
て
、自
治
会
へ
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
を
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、そ
の
活
用
実
績
と
効
果
は
。

活
性
化
プ
ラ
ン
の
方
策
か

ら
足
掛
け
5
年
。
現
時
点

で
の
プ
ラ
ン
策
定
自
治
会
数
と
実

践
活
動
は
。

町
の
公
共
交
通
移
動
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
構
築
を
、

町
の
公
共
施
設
再
配
置
に
合
わ
せ

政
治
判
断
す
べ
き
。

秦
荘
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
び

わ
こ
国
体
開
催
の
た
め
昭

和
50
年
早
々
に
新
設
。
現
在
45
年

以
上
経
過
し
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

や
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
経
年
劣
化
が

甚
だ
し
い
。
ま
た
ナ
イ
タ
ー
支
柱

も
ひ
び
が
あ
り
、
照
明
の
錆
も
目

立
つ
。
こ
れ
ら
を
改
修
し
、
全
国

か
ら
の
選
手
役
員
を
温
か
く
迎
え

る
気
持
ち
を
会
場
設
備
に
表
す
べ

き
。

す
べ
て
の
自
治
会
で
そ
う

い
う
シ
ス
テ
ム
が
創
れ
な

い
の
で
、
町
と
し
て
空
い
て
る
社

協
の
デ
イ
送
迎
車
を
活
用
し
、
庁

舎
一
本
化
に
合
わ
せ
、
買
い
物
や

医
院
通
院
等
移
動
手
段
の
構
築
を
、

政
治
判
断
す
べ
き
と
訴
え
て
い
る
。

施
策
か
ら
5
年
も
経
過
し

て
い
る
の
に
、
効
果
が
出

て
い
な
い
。
プ
ラ
ン
で
10
年
先
を

考
え
る
よ
り
、
今
自
治
会
運
営
を

い
か
に
存
続
す
べ
き
か
、
各
区
は

悩
み
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

　

2
年
度
は
44
自
治
会
へ
総
額

７
９
０
万
２
千
円
の
交
付
。
3
年

　

円
城
寺
で
は
、
自
治
会
館
を
活

用
し
た
地
域
の
集
い
の
場
の
開

設
。
東
円
堂
で
は
互
助
輸
送
の
取

り
組
み
の
本
格
稼
働
が
進
ん
で
い

る
。
重
要
な
こ
と
は
、
プ
ラ
ン
の

完
成
で
は
な
く
自
身
の
自
治
会
の

現
状
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
。
現
在
2
自
治
会
の
み
の
実
績

だ
が
、
自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

機
会
も
有
効
活
用
し
、
引
き
続
き

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　

各
自
治
会
の
声
に
耳
を
傾
け
、

活
動
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
顔
と

　

3
つ
の
自
治
会
で
互
助
輸
送
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

地
域
が
地
域
の
移
動
を
支
え
る
仕

組
み
だ
。
目
ま
ぐ
る
し
く
社
会
経

済
が
変
化
し
、
人
々
の
行
動
も
変

容
す
る
な
か
で
、
時
代
を
捉
え
た

シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
み
た
い
。

　

予
約
受
付
や
安
全
確
保
、
付
き

添
い
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
す
ぐ

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

　

早
急
な
対
応
を
講
じ
る
よ
う
、

指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
修

に
は
1
億
円
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
る
大
き
な
費
用
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
何
と
か
財
源
を
確
保
し
た
い
。

（
町
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

問

問

答

答答

答

答答

村西　作雄村西　作雄 議員議員

町の公共交通移動システム構築を
政治判断で

Q

自治会の自治力アップと
まちづくり

A

春祭りで鳴り響く太鼓の音

登下校時の横断が危険な箇所

改修が待たれる秦荘グラウンド

時代を捉えたシステムの構築に取り組みたい

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
太
鼓
づ
く
り

の
後
継
者
を
育
成
で
き
な
い
か
。

校
園
に
お
け
る
令
和
３
年

度
の
い
じ
め
の
状
況
を
求

小
中
学
生
の
登
下
校
時
、

国
道
８
号
線
の
横
断
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
誘
導
員
を
配

置
で
き
な
い
か
。

本
庁
舎
お
よ
び
支
所
に

は
、
総
合
案
内
窓
口
を
設

け
る
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
を

第
一
に
考
え
て
い
る
か
。

休
職
者
や
退
職
者
が
多
い

状
況
や
、
公
正
か
つ
適
正

な
職
員
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
。

愛
知
川
公
民
館
、
町
民
セ

ン
タ
ー
が
有
し
て
い
た
機

能
を
、
ど
の
施
設
が
担
う
計
画
な

の
か
。

校
園
に
お
け
る
令
和
３
年

度
の
不
登
校
の
状
況
を
求

め
る
。

　

太
鼓
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
２

軒
の
意
向
も
踏
ま
え
、
本
町
の
貴

重
な
伝
統
産
業
で
あ
る
太
鼓
づ
く

り
の
歴
史
や
文
化
に
、
熱
意
の
あ

る
地
域
内
外
の
人
材
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和

４
年
度
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
手
腕
も
活
か
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
。

①
小
学
校
29
件
、
中
学
校
９
件
。

②
冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
、
遊
ぶ

ふ
り
し
て
た
た
か
れ
た
り
、
嫌
な

こ
と
や
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
さ
せ

ら
れ
た
り
、
ま
た
仲
間
は
ず
れ
に

さ
れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
等
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
、
主
な
内
容
で
あ
る
。

③
令
和
３
年
度
は
重
大
事
態
の
報

告
は
な
い
。
過
去
５
年
間
で
は
、

２
件
あ
る
。
教
訓
と
し
て
は
、
教

職
員
の
資
質
向
上
と
組
織
対
応
の

重
要
性
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
は
、

保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
、

学
校
、
行
政
、
警
察
署
等
が
連
携

協
働
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
持
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、
愛
知
川
庁
舎
で
は
住
民

課
、
秦
荘
庁
舎
で
は
秦
荘
サ
ー
ビ

ス
室
が
、
総
合
案
内
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
来
庁
い
た
だ
い
た

方
の
用
件
に
よ
り
、
そ
の
部
署
へ

案
内
し
て
い
る
。
支
所
に
な
っ
て

も
同
様
の
対
応
を
す
る
。

　

両
施
設
で
実
施
し
て
き
た
事
業

お
よ
び
活
動
は
、
ハ
ー
テ
イ
ー
セ

ン
タ
ー
秦
荘
な
ど
を
中
心
に
展
開

し
、
両
施
設
を
利
用
し
て
い
る
団

体
は
、
愛
の
郷
な
ど
に
そ
の
活
動

場
所
を
確
保
す
る
。

　

通
常
の
業
務
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
す
る
負
担
が
増
大
す
る

な
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

に
よ
り
、
休
職
す
る
場
合
や
、
職

　

小
学
校
25
人
、
中
学
校
34
人
で

あ
る
。
要
因
は
、
小
学
校
で
は
、

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
・
遊
び
・
非

行
が
多
く
、
中
学
校
で
は
、
無
気

力
・
不
安
が
多
い
。

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
次
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
教
育
長
）

問問

問

問

問

問

問

答

答

答

答答

答

答

太
鼓
づ
く
り
の
後
継
者

　
育
成
を
図
る
た
め
に
は

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し

た
保
育・教
育
活
動
を
充

実
す
る
た
め
に
は

小
中
学
生
の
登
下
校
等
に

お
け
る
安
全
を
確
保
す
る

に
は

役
場
職
員
の
職
務
姿
勢
の

向
上
と
業
務
の
効
果
的
な

遂
行
を
求
め
る

公
共
施
設
の
最
適
配
置
を

考
え
る

自
治
会
の
自
治
力

　
ア
ッ
プ
と
ま
ち
づ
く
り

25
国
ス
ポ
障
ス
ポ
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
開
催
に
向

け
て

いじめ重大事態への対応と
そこから学んだ教訓は

Q

いじめの早期認知と
適切な対応を

いじめを認知する教職員の資質向上と
組織対応力の向上が肝要

A 中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

め
る
。

①
認
知
件
数
は
。

②
主
な
内
容
は
。

③
重
大
事
態
の
発
生
は
。

員
個
々
の
人
生
に
お
け
る
仕
事
観

に
よ
り
退
職
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
業

務
内
容
の
平
準
化
を
大
事
に
考
え
、

各
課
の
管
理
職
と
相
談
し
な
が
ら

適
材
適
所
に
配
置
し
て
い
る
。

度
は
37
自
治
会
へ
１
，２
８
５
万

円
を
交
付
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
先
行
き
が
不
透

明
な
な
か
に
お
い
て
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
備
品
整
備
を
中
心

に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の

安
心
に
寄
与
し
、
活
動
の
後
押
し

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

顔
が
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
、自
助
・

共
助
の
取
り
組
み
を
伸
長
し
て
い

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
後
押
し
し

て
い
き
た
い
。
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空
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て

お
け
ば
改
修
補
助
金
と
し

て
上
限
３
０
０
万
円
ま
で
の
補
助

が
受
け
ら
れ
、
町
外
か
ら
移
り
住

む
場
合
は
、
さ
ら
に
20
万
円
の
助

成
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で

あ
る
。
し
か
し
、空
き
家
を
買
い
、

転
売
を
目
的
と
し
た
不
動
産
業
者

で
も
補
助
の
対
象
で
あ
る
。ま
た
、

仲
介
は
、
僅
か
３
社
で
空
き
家
評

価
は
た
っ
た
１
社
が
行
っ
て
い

る
、
本
来
、
空
き
家
対
策
は
、
空

き
家
を
町
内
の
団
体
が
、
改
修
し

て
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
等
、
当

町
へ
の
移
住
対
策
に
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。

店
舗
型
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
り
、
一
気
に
３
倍
・
５

倍
と
納
税
額
を
増
や
し
た
京
丹
波

町
や
清
水
町
、
北
海
道
余
市
町
な

ど
町
長
が
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

過
日
の
全
員
協
議
会
で
、

町
長
は
、
上
田
議
員
や
Ｔ

議
員
と
は
、
論
を
交
え
た
い
と
思

わ
な
い
と
述
べ
ら
れ
唖
然
と
し
た

が
、
町
長
や
執
行
部
に
意
見
を
求

め
疑
義
を
正
し
政
策
の
提
言
を
す

る
事
は
、
議
員
に
と
っ
て
重
要
な

現
在
町
長
・
副
町
長
の
給

料
は
、
県
内
各
町
で
一
番

高
い
。
町
民
は
、
コ
ロ
ナ
や
物
価

高
の
影
響
で
給
食
費
の
支
払
い
す

ら
困
難
な
状
況
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ

等
で
大
変
な
時
期
だ
け
で
も
減
額

さ
れ
る
気
は
な
い
か
。

減
額
さ
れ
た
ら
議
員
も
喜
ん
で
そ

れ
に
な
ら
う
が
、
ど
う
か
。

町
長
の
１
日
と
い
う
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
が
放
映
さ

れ
た
。
こ
れ
は
選
挙
間
近
に
撮
影

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
選

挙
ま
で
に
放
映
さ
れ
た
ら
、
公
費

を
使
っ
た
選
挙
運
動
と
捉
え
兼
ね

　

な
ん
で
も
自
由
に
と
い
う
こ
と

で
な
く
、
町
内
へ
の
移
住
で
あ
っ

　

町
長
の
責
務
は
、
町
民
の
皆
様

が
安
心
し
健
康
で
生
き
生
き
と
安

全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
国
や
県
と

連
携
し
様
々
な
計
画
や
施
策
を
運

営
し
て
い
く
こ
と
と
認
識
し
て
い

る
。

　

自
発
的
と
い
う
の
は
、
自
ら
の

職
責
に
関
係
な
く
チ
ー
ム
を
組
み

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
職
務
時
間
中

に
職
務
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
も
し
も
の
時
に
、
放

映
す
る
か
ど
う
か
は
、
新
し
い
町

長
が
決
め
る
事
で
あ
る
。

　

納
税
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
、
大
事

な
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
町
内
の

特
に
高
額
・
高
価
な
も
の
を
含
め

使
い
勝
手
を
高
め
、
そ
の
枠
を
広

め
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
多
数
の
厳
し
い
意
見
を
受

け
付
け
て
い
た
時
で
あ
り
、
論
戦

を
交
え
る
と
い
う
所
で
、
論
戦
の

戦
の
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
鑑
み
、

発
言
し
な
か
っ
た
た
め
誤
解
を
生

ん
だ
。

　

町
長
に
議
員
と
の
議
論
を
拒
む

意
図
は
な
い
。

　

町
長
・
副
町
長
の
給
料
は
、
合

併
協
議
会
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、

県
内
の
市
町
に
お
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
に
よ
り
減
額
し
て
い
る
所
も
な

く
、
私
も
減
額
の
考
え
は
無
い
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

問

答

答答

答

答答

上田　太治上田　太治 議員議員

わずか５件の空き家に 1,480 万円
近い町補助金が出ている内容は

Q

空き家等改修補助金に
ついて

A

関連計画との整合適正な空き家対策

４件は上限額の300万円､１件は217万4千円
うち２件は、20万円の加算措置

ま
ち
の
将
来
像
（
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０
）

や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

立
地
適
正
化
計
画
な
ど
、
関
連
計

画
と
の
整
合
性
は
。

東
部
地
区
の
活
性
化
と
の

関
連
は
。

な
ぜ
、
新
保
健
セ
ン
タ
ー

を
旧
警
部
交
番
・
旧
警
察

官
舎
跡
地
に
建
設
し
な
い
の
か
。

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
を
、

最
適
配
置
の
対
象
と
し
な

い
の
か
。 秦

荘
・
愛
知
川
間
の
移
動

手
段
は
。

愛
の
郷
が
公
民
館
や
町
民

セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
代
替

で
き
る
と
す
る
根
拠
は
何
か
。

秦
荘
庁
舎
に
お
け
る
取
扱

業
務
の
具
体
的
内
容
は
。

パ
ブ
コ
メ
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

52
自
治
会
ご
と
に
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

過
去
４
年
間
実
施
し
た
施

策
の
成
果
や
課
題
は
。

観
光
入
込
客
数
と
消
費
額

は
。

観
光
は
、
貯
蔵
も
輸
送
も

機
械
化
も
で
き
な
い
。
人

間
に
し
か
で
き
な
い
お
も
て
な
し
。

と
言
わ
れ
て
い
る
。
身
の
丈
に
合
っ

た
、
実
効
性
の
あ
る
無
理
し
な
い
観

光
を
目
指
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
の
自
治
基
本
条
例
に
反

し
な
い
か
。

計
画
を
見
直
さ
な
い
の

か
。

住
民
説
明
会
で
の
質
問
回
答

等
全
て
公
開
し
な
い
の
か
。

　

計
画
策
定
担
当
課
の
間
で
、
目

指
す
方
針
の
情
報
共
有
を
密
に

し
、連
携
を
取
り
整
合
性
を
図
り
、

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

公
共
施
設
の
最
適
配
置
が
、
直

接
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考

え
て
い
な
い
が
、
農
業
や
自
然
と

共
存
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

庁
舎
か
ら
新
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
同
一
敷
地
内

に
整
備
し
、
住
民
・
福
祉
・
健
康

推
進
・
子
育
て
の
課
を
横
一
列
に

配
置
で
き
、
使
い
勝
手
が
良
い
た

め
で
あ
る
。

　

福
祉
の
向
上
お
よ
び
人
権
啓
発

の
た
め
の
住
民
交
流
拠
点
施
設
で

　

考
え
て
い
な
い
。

　

公
民
館
を
除
く
各
部
屋
分
の
ス

ペ
ー
ス
は
、
延
床
ベ
ー
ス
で
も
愛

の
郷
で
補
え
る
が
、
詳
細
な
設
計

業
務
を
行
っ
て
な
い
の
で
、
関
係

団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
す
る
。

　

現
在
、
秦
荘
サ
ー
ビ
ス
室
で
取

り
扱
っ
て
い
る
業
務
の
ほ
か
、
ゴ

ミ
関
連
の
申
請
・
介
護
保
険
証
や

　

秦
荘
庁
舎
の
防
災
倉
庫
を
１
階

へ
、
２
階
の
大
会
議
室
を
多
目
的

ホ
ー
ル
に
、
１
階
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
一
部
変
更
し
た
。

　

小
学
校
区
単
位
で
開
催
し
丁
寧

な
説
明
を
心
が
け
た
。
自
治
会
ご

と
の
説
明
会
は
、考
え
て
い
な
い
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、
体
験
型
メ
ニ
ュ
ー
を
造
成
し

た
。
稼
ぐ
観
光
へ
の
意
識
が
向
上

し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
と
考
え
る
。

　

令
和
４
年
は
対
前
年
度
比
で
3.7

％
増
の
25
万
４
千
人
・
1
億
5
千

５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

非
経
済
効
果
の
面
も
視
点
の
一

つ
と
考
え
る
。
地
域
資
源
へ
の
愛

着
や
誇
り
の
醸
成
は
、
経
済
の
活

性
化
と
深
く
関
係
し
、
択
一
的
な

も
の
で
な
く
、
共
に
深
化
・
成
長

さ
せ
て
い
く
。

　

検
討
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
、

方
針
を
ま
と
め
た
資
料
を
全
戸
配

布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
、

動
画
配
信
で
情
報
共
有
に
努
め
て

い
る
。
条
例
に
反
す
る
と
の
指
摘

に
は
あ
た
ら
な
い
。

　

合
併
し
て
17
年
目
を
迎
え
て
一

つ
の
町
を
築
い
て
い
く
礎
に
な

る
。
計
画
の
内
容
変
更
等
は
、
考

え
て
い
な
い
。

　

代
表
的
な
質
問
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
公
開
し
て
い
る
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問問問 問

問問

問問

問問問

問問問

答

答答答 答

答答

答

答答答答

答答答

庁
舎
等
公
共
施
設
の

最
適
配
置
は

観
光
物
産
振
興
に
つ
い
て

空
き
家
改
修
補
助
制
度
は

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
は

町
長
の
言
動
は

町
長
や
副
町
長
の
職
務
と

職
員
に
対
す
る
指
示
は

時
限
的
に
町
長
・
副
町
長

の
給
料
を
減
額
す
る
気
は

無
い
か

謙虚に計画を見直してはどうかQ

庁舎一本化
本当に出来るのか心配

計画の内容変更等は考えていないA
森野　隆森野　隆 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

ら
れ
な
い
。
ま
た
、
も
し
も
の
時

に
は
、
放
映
で
き
な
く
町
税
の
無

駄
使
い
に
な
ら
な
い
か
。
副
町
長

は
、
若
い
職
員
が
自
発
的
に
行
っ

た
と
言
う
が
時
期
的
に
適
切
で
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

特
定
健
診
受
診
券
の
再
発
行
・
高

齢
者
通
院
支
援
関
連
の
申
請
等
、

住
民
に
身
近
な
業
務
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
整
理
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
一
次
相
談
は
し
っ
か
り
対
応

す
る
。

あ
り
、
そ
の
目
的
達
成
の
活
動
等

の
た
め
、
個
別
施
設
計
画
に
お
い

て
施
設
の
長
寿
命
化
に
努
め
る
。

職
務
と
権
限
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

た
り
、
町
内
で
空
き
家
と
し
て
存

在
す
る
よ
り
、
誰
か
に
借
り
て
い

た
だ
く
方
が
、
実
利
と
し
て
捉
え

て
い
る
。

10
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１
点
目
に
つ
い
て
は
、
職

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
の

持
ち
方
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
意

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
研
修
な

ど
を
通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
実
施
さ
れ
た
の
か
。

全
職
員
を
対
象
に
し
た
事

務
ミ
ス
防
止
研
修
終
了

後
、
各
職
員
が
、
報
告
書
を
提
出

先
の
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
で
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

や
手
順
書
の
見
直
し
に
つ
い
て
は

実
施
す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
。

再
点
検
の
結
果
に
よ
り
判

明
し
た
改
善
す
べ
き
事
項

等
の
点
検
な
ら
び
に
取
り
ま
と
め

た
内
容
や
実
施
さ
れ
た
事
項
の
共

有
化
お
よ
び
展
開
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
た
の
か
。

　

業
務
ミ
ス
の
防
止
の
た
め
に

は
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
再
発
防

　

業
務
ミ
ス
の
報
告
は
、
従
来
か

ら
、
発
生
し
た
概
要
や
状
況
を
説

明
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
再
発
防

止
対
策
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
漏
れ

や
複
数
の
目
に
よ
る
確
認
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
、
主
た
る
要
因

と
し
て
報
告
さ
れ
て
き
た
。

　
先
の
一
般
質
問
に
対
し
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
大
部
分
を
占
め

お
り
、
意
識
の
持
ち
方
や
発
生
時

の
速
や
か
な
対
応
の
ほ
か
、
手
順

書
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
見
直
し

等
を
行
う
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

　
３
ヵ
月
経
過
し
た
時
点
で
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
実
施
さ
れ
た
の

か
。
実
施
状
況
は
、
大
き
く
３
点

に
分
け
ら
れ
る
の
で
順
次
尋
ね
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
私
の
と
こ
ろ

に
ま
で
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
研
修
後
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
報
告
を
実
施
し
た
。
現

在
、
経
営
戦
略
課
で
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
集
約
し
て
い
る
。

　

業
務
ミ
ス
発
生
後
の
再
発
防
止

対
策
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬
に
、

す
べ
て
の
業
務
を
対
象
に
し
た
事

務
処
理
に
関
す
る
庁
内
一
斉
点
検

を
実
施
し
た
。

　

引
き
続
き
継
続
的
な
再
発
防
止

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

業
務
ミ
ス
が
発
生
し
た
際
に
は
、

同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
各
部
署
に
お
い
て
事
例
を
蓄
積

す
る
と
と
も
に
、
他
の
部
署
に
も

共
通
す
る
要
素
は
共
有
す
る
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
様
に
信
頼
さ

れ
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
町
組
織
全
体
で
業
務

ミ
ス
の
防
止
に
努
め
る
。

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

問

問

問

問

答

答答

答

外川　善正外川　善正 議員議員
発生後における具体的な防止策はQ

業務ミスの再発防止に
ついて

A

彦根方面への新設計画のない県道神郷彦根線

基本に基づいた業務

一人ひとりの意識向上と原点に戻り再確認

農
村
環
境
の
維
持
発
展
に

は
、
耕
作
す
る
こ
と
や

農
産
物
の
生
産
活
動
に
よ
り
、
環

境
の
保
全
が
成
り
立
つ
も
の
で
あ

る
。
多
様
な
規
模
の
農
業
者
が
、

作
物
を
作
る
こ
と
は
、
農
産
物
の

生
産
に
つ
な
が
り
、
農
地
の
保
全

が
保
た
れ
る
。
ま
た
、
荒
廃
さ
せ

な
い
こ
と
が
、
持
続
可
能
な
地
域

環
境
の
存
続
、
維
持
、
発
展
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
耕
作
面
積
に
対

し
て
、
万
全
な
る
予
算
措
置
を
求

め
る
。

　
生
産
資
材
の
高
騰
、
農
業
機
械

の
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
、
農
産
物

へ
の
価
格
転
換
が
で
き
な
い
状
態

で
は
、
今
日
の
農
業
は
成
り
立
た

な
い
状
況
で
あ
る
。
令
和
５
年
度

の
対
策
と
今
後
の
長
期
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
農
村
集
落
へ
の
環
境
対

策
や
農
産
物
の
生
産
を
意
欲
的
に

行
え
る
万
全
な
る
予
算
措
置
を
求

め
る
。

西
部
地
域
に
お
け
る
道

路
網
の
整
備
対
策
の
な

か
で
も
一
番
早
く
進
み
つ
つ
あ
る

神
郷
彦
根
線
の
宇
曽
川
方
面
へ
の

道
路
計
画
が
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

百
々
町
、
肥
田
の
集
落
内
の
交
通

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　

農
業
に
は
、
生
産
者
の
高
齢
化

や
用
排
水
施
設
の
老
朽
化
な
ど
構

造
的
な
課
題
が
多
く
あ
る
。

　

今
日
の
米
を
主
と
し
た
農
産
物

の
価
格
低
迷
と
物
価
高
騰
の
影
響

　

今
後
供
用
開
始
さ
れ
た
場
合
に

は
、
彦
根
方
面
へ
直
進
さ
れ
る
車

両
も
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
百
々
町
、
彦
根
市
肥

田
町
付
近
の
集
落
内
道
路
で
の
交

通
安
全
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。

　

こ
の
交
通
安
全
対
策
は
、
県
湖

東
土
木
事
務
所
道
路
計
画
課
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
整
備
区

間
は
、
東
近
江
市
の
神
郷
町
か
ら

愛
知
川
を
渡
り
、
当
町
の
県
道
愛

（
副
町
長
）

（
副
町
長
）

問

問

答

答

農
業
生
産
と
農
地
の

維
持
管
理

業
務
ミ
ス
発
生
防
止
の

た
め
の
研
修
や

研
修
後
の
状
況
は

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
手
順

書
の
精
度
の
確
認
お
よ
び

見
直
し
は
ど
の
よ
う
な
状

況
か

庁
舎
全
体
と
し
て
の
防
止

対
策
は
ど
の
よ
う
な
考
え

か

県
道
神
郷
彦
根
線
の
長
野

地
先
か
ら
、
百ど

ど々

町ま
ち

方
面

へ
の
交
通
対
策
は

県道神郷彦根線百々町方面への
交通対策

Q

道路交通対策

左右に誘導する、看板設置により啓発A
小菅　久宣小菅　久宣 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

は
、
農
家
の
皆
様
に
と
っ
て
収
入

に
直
接
影
響
す
る
避
け
難
い
問
題

で
あ
り
、
国
を
挙
げ
て
の
対
策
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

農
村
は
、
作
物
を
生
産
す
る
農

業
の
継
続
に
よ
っ
て
、
環
境
が
維

持
さ
れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
う
え
で
、
農
地
を
荒
廃
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
切
な
視
点
で
あ

る
。

　

農
地
の
保
全
に
対
す
る
農
家
の

皆
様
の
努
力
に
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
意
欲

を
生
か
す
た
め
に
、
町
で
は
、
農

地
の
集
積
、
集
約
化
や
区
画
拡
大

な
ど
、
土
地
利
用
型
農
業
の
構
造

改
革
を
地
域
と
一
体
に
な
っ
て
進

め
な
が
ら
、
農
村
ま
る
ご
と
保
全

向
上
対
策
の
広
域
化
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で

農
地
を
保
全
す
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
法
定
化
に
伴
う
地
域

計
画
の
策
定
の
た
め
、
将
来
の
農

業
の
後
継
者
を
話
し
合
う
集
落
座

談
会
を
開
催
し
、
認
定
農
業
者
や

集
落
営
農
に
加
え
、
新
規
就
農
者

や
個
人
農
家
な
ど
の
多
様
な
担
い

手
が
農
地
を
有
効
利
用
で
き
る
仕

組
み
を
地
域
ご
と
に
考
え
て
い
こ

う
と
す
る
よ
う
法
律
が
改
正
さ
れ

て
い
る
。

　

町
や
農
業
委
員
会
が
、
地
域
と

と
も
に
農
業
の
未
来
に
つ
い
て
、

話
し
合
う
な
か
で
、
農
地
の
機
能

を
維
持
し
て
い
く
取
り
組
み
を
後

押
し
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
関
係

機
関
と
議
論
し
て
い
く
。

知
川
彦
根
線
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
。

彦
根
市
方
面
へ
向
か
う
車
両
は
直

進
さ
れ
な
い
よ
う
、
左
右
に
誘
導

さ
れ
、
看
板
設
置
に
よ
り
啓
発
さ

れ
る
。
そ
の
先
線
の
新
た
な
ル
ー

ト
や
整
備
は
、
具
体
的
に
計
画
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
当
町
と
し
て

も
、
今
後
、
隣
接
す
る
彦
根
市
と

も
連
携
や
調
整
を
図
っ
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

止
に
対
す
る
意
識
付
け
が
、
特
に

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
11
月
30

日
お
よ
び
12
月
１
日
の
２
日
間

で
、
全
職
員
を
対
象
と
し
た
事
務

ミ
ス
防
止
研
修
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
、
事

務
ミ
ス
の
原
因
追
及
や
防
止
策
を

体
感
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今

後
の
業
務
ミ
ス
の
再
発
防
止
に
非

常
に
役
立
て
ら
れ
る
も
の
と
し
て

期
待
し
て
い
る
。

　

許
認
可
事
務
手
続
き
や
行
政
処

分
、
財
務
規
則
等
を
基
本
と
し
た

歳
入
・
歳
出
処
理
を
中
心
に
事
務

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
手
順
書
、
関
係
法

令
の
再
確
認
等
を
行
っ
た
。
現
時

点
で
、
こ
の
部
分
を
見
直
し
改
善

し
た
と
い
う
報
告
は
受
け
て
い
な

い
。

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
捉
え
方
を
報
告

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
職
員
か

ら
の
報
告
書
は
、
副
町
長
ま
で
提

出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
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全
国
で
も
事
業
展
開
が
あ

り
、
島
根
県
出
雲
市
の
神

門
通
り
や
大
阪
府
の
御
堂
筋
等
が

あ
る
。
ま
た
、
県
内
で
も
大
津
市
、

彦
根
市
、
草
津
市
な
ど
が
実
施
さ

れ
て
お
り
、
詳
細
な
説
明
を
聞
か

な
く
て
も
、
目
で
見
て
事
業
展
開

や
効
果
が
分
か
る
。
し
か
し
、
本

町
の
示
す
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
ゾ
ー
ン

を
実
際
に
歩
い
た
が
、
効
果
が
感

じ
ら
れ
な
い
。

　

特
に
、
空
き
家
等
の
利
活
用
、

移
住
、
定
住
の
促
進
を
強
力
に
進

め
、
よ
り
早
期
に
効
果
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
、
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ

ャ
ー
育
成
事
業
を
実
施
さ
れ
た
。

①
具
体
的
な
効
果
は
。

②
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
公
募
を

実
施
せ
ず
、
１
社
随
意
契
約
し
た

理
由
は
。

町
か
ら
難
し
い
言
葉
で
の

説
明
や
膨
大
な
資
料
提

供
で
は
な
く
、
簡
単
な
説
明
だ
け

で
住
民
が
瞬
時
に
理
解
で
き
る
事

業
こ
そ
が
、
必
要
と
さ
れ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向
上
で
あ
る

と
思
う
。

　
住
民
目
線
で
廃
止
や
見
直
し
す

る
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
か
。

議
会
全
員
協
議
会
で
は
、

町
長
、副
町
長
、教
育
長
、

政
策
監
、各
課
長
、担
当
者
が
出
席

し
て
い
る
。所
管
の
説
明
ま
で
は
、

会
議
室
の
前
で
各
課
長
や
担
当
者

が
待
機
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。こ
れ
に
よ
り
、現
場
の
各
課
に

課
長
や
課
長
補
佐
、担
当
者
の
不

在
の
時
間
帯
が
存
在
し
て
い
る
。

　
議
会
対
応
を
最
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
も
っ
と
も
っ
と
大
事
で

あ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

運
営
面
を
最
優
先
と
す
べ
き
で
あ

る
。
議
会
全
員
協
議
会
の
出
席
者

を
政
策
監
以
上
と
す
べ
き
で
あ
る
。

町
の
考
え
は
。

最
近
、
窓
口
業
務
を
中
心

と
し
た
所
管
課
の
休
職

や
、
年
度
途
中
の
退
職
が
増
加
し

て
い
る
。
職
員
が
不
足
し
て
い
る

と
業
務
が
成
り
立
た
な
い
。
特
に
、

親
切
丁
寧
な
窓
口
業
務
、
町
民
の

命
を
守
る
交
通
安
全
対
策
、
道
路

除
雪
、
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
命
を

預
か
る
保
育
園
や
、
幼
稚
園
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
健
診
業
務
な
ど
住

民
に
と
っ
て
の
本
当
の
意
味
で
の

重
点
施
策
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。

　
そ
の
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と

を
解
決
す
る
こ
と
が
最
重
要
で
あ

る
。
直
ち
に
職
員
を
増
加
す
る
方

向
性
は
あ
る
の
か
。

①
先
進
事
例
の
調
査
や
現
地
視
察

な
ど
を
行
い
、
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
的

な
部
分
を
重
視
し
、
起
業
意
欲
の

あ
る
人
材
の
誘
致
、
育
成
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
。

　

現
時
点
の
成
果
は
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
３
名
が
、
意
欲
的
に
町
内
の
事

②
全
国
で
１
社
し
か
な
い
判
断
で

契
約
し
て
い
る
。

　

予
算
査
定
で
は
、
事
業
の
目

的
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
大
き
さ
、
実

施
の
妥
当
性
な
ど
を
聞
き
取
り
、

効
果
が
期
待
で
き
な
い
も
の
は
、

予
算
の
見
送
り
を
行
っ
て
い
る
。

住
民
の
目
線
で
、
効
果
の
あ
る

事
業
か
見
極
め
予
算
編
成
を
行

う
。

　

職
員
数
は
、
定
数
条
例
に
よ
り

上
限
数
を
定
め
て
お
り
、
町
の
将

来
も
含
め
た
財
政
運
営
等
を
合
わ

せ
て
考
え
れ
ば
、
一
時
的
な
業
務

の
増
加
等
に
合
わ
せ
て
定
数
を
増

員
す
る
こ
と
は
、難
し
い
面
が
あ
る
。

　

同
規
模
の
自
治
体
の
状
況
も
勘

案
し
な
が
ら
、
業
務
量
に
応
じ
た

職
員
体
制
の
確
保
に
努
め
、
今
後

も
、
状
況
に
合
わ
せ
た
職
員
採
用

を
進
め
る
。

　

当
町
の
行
政
組
織
は
課
長
制
で

あ
り
、
政
策
監
は
、
各
分
野
に
お

け
る
横
断
的
な
調
整
や
指
導
、
助

言
を
行
う
立
場
で
あ
る
。
各
事
業

に
お
け
る
直
接
の
管
理
運
営
は
、

各
課
長
で
あ
り
、
説
明
も
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
窓
口
運
営
面
で

の
住
民
対
応
の
重
要
性
を
鑑
み
、

よ
り
合
理
的
な
在
り
方
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
課
題
提
起
を
い
た

だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
と

し
た
い
。

（
副
町
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
総
務
政
策
監
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

答

答答

答

答

住
民
目
線
の
予
算
編
成
は

窓
口
対
応
を
重
視
し
た
議

会
対
応
は

職
員
を
増
加
さ
せ
る

方
向
性
は

住民目線で事業の廃止や見直しを
行っているか

Q

町からの難しい言葉の説明は不要
住民が瞬時に理解できる
事業の構築を

空き家対策事業の
利活用について

住民ニーズの大きさなどを見極め予算編成A

空
き
家
対
策
利
活
用
事
業

登
録
制
度
実
施
要
綱
第
３

条
適
用
上
の
注
意
の
根
拠

は利
用
登
録
者
に
は
不
動
産

業
も
含
ま
れ
る
の
か

利
用
登
録
者
が
不
動
産
業

で
も
補
助
金
の
対
象
か

介
護
激
励
金
を

５
，０
０
０
円
に

行
政
事
業
お
よ
び
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
に
際
し
て

の
懸
念

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
タ
ウ
ン
創

造
事
業
の
効
果
は
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事
業
総
額
１
，５
４
７
万

４
千
円
。
財
源
内
訳
は
、

国
・
県
補
助
金
１
７
３
万
４
千
円
。

町
費
１
，３
７
４
万
円
。
事
業
実

績
は
、
空
き
家
等
改
修
補
助
金
３

０
０
万
円
（
上
限
）
を
５
件
に
、

加
え
て
家
財
処
分
補
助
金
20
万
円

を
２
件
に
拠
出
し
て
い
る
。
省
エ

ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制
度
と
の

整
合
性
に
不
可
解
さ
を
抱
く
。

　
空
き
家
情
報
登
録
制
度
実
施
要

綱
第
３
条
に
わ
ざ
わ
ざ
適
用
上
の

注
意
を
書
き
込
む
根
拠
を
問
う
。

空
き
家
物
件
の
活
用
に
は

売
買
取
引
も
想
定
す
る

不
動
産
業
や
宅
建
業
は
、

空
き
家
等
は
商
取
引
の
物

件
で
あ
る
。

　
３
０
０
万
円
の
補
助
金
（
付
加

価
値
）
で
他
の
者
に
売
り
渡
す
こ

と
が
、
行
政
の
仕
事
と
し
て
良
い

の
か
。

介
護
激
励
金
を
３
，０
０

０
円
に
減
額
し
た
。
約
80

万
円
あ
れ
ば
５
，０
０
０
円
に
戻

す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
介
護
激

町
政
事
業
の
補
完
お
よ
び

町
政
発
展
に
寄
与
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
体
育
協
会
や
観
光

協
会
、
文
化
協
会
な
ど
へ
の
見
識

を
問
う
。

情
報
登
録
制
度
に
登
録
す

る
も
の
は
町
内
外
を
問
わ

な
い
の
か
。
不
動
産
業
も
含
ま
れ

る
の
か
。

　

市
場
で
の
取
引
が
困
難
な
物
件
が
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
流
れ

が
主
と
な
る
。
国
土
交
通
省
が
定
め

た
農
村
付
き
空
き
家
の
手
び
き
を
参

考
に
し
た
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
取
引

が
成
立
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
制
度
の
適
用
対
象
と
な
る
。

　

不
動
産
業
の
方
々
は
プ
ロ
で
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
当
初
か

ら
す
べ
て
外
す
と
、
物
件
が
動
き

に
く
い
と
の
捉
え
方
で
進
め
て
き

た
。
不
動
産
業
の
方
々
を
す
べ
て

外
す
構
想
は
な
い
。

　

減
額
の
根
拠
は
、
短
期
入
所
や

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
、
介

護
者
に
ゆ
と
り
の
あ
る
時
間
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
だ

け
で
介
護
を
背
負
う
も
の
で
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
当
該

の
分
野
に
精
通
し
、
経
験
豊
か
で

専
門
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
情
報
発
信
や
機
動
性
を
活
か
さ

れ
て
い
る
。
各
団
体
の
特
徴
を
活

か
し
た
活
動
な
ど
町
の
発
展
の
た

め
に
大
切
な
存
在
と
認
識
し
て
い

る
。

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問問

問

問 答

答

答答

答答

不動産業等の商取引への補助金拠出は
適正か

Q

不動産業はプロでありノウハウがある
制度から外す構想はない

A辰己　保　辰己　保　 議員議員 久保田正利久保田正利 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

業
家
な
ど
を
結
び
な
が
ら
活
動
し

て
い
る
。
今
後
着
任
予
定
の
起
業

家
た
ち
が
町
に
定
住
、
定
着
し
、

町
内
の
人
や
資
源
と
つ
な
が
る
息

の
長
い
事
業
を
目
指
す
考
え
で
あ

る
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
物
件
を
登
録

す
る
登
録
者
は
、
物
件
の
所
有
権

等
の
権
利
を
有
す
る
者
で
あ
れ
ば

町
内
外
を
問
わ
ず
登
録
で
き
る
。

　

空
き
家
の
利
用
希
望
者
に
つ
い

て
も
町
内
外
を
問
わ
ず
登
録
で
き

る
。
ま
た
、
登
録
者
お
よ
び
利
用

希
望
者
は
個
人
・
法
人
、
ま
た
法

人
の
業
種
に
つ
い
て
も
問
わ
な
い

こ
と
か
ら
不
動
産
業
の
登
録
も
可

能
で
あ
る
。

※
税
の
差
し
押
さ
え
事
務
と
公
共
施
設
の

案
内
板
の
質
問
を
し
ま
し
た
が
、
紙
面
の

都
合
上
割
愛
し
ま
す
。

励
金
の
増
額
を
求
め
る
。

が
、
登
録
者
が
斡
旋
さ
れ
る
場
合

も
補
助
金
制
度
の
適
用
と
な
る
の

か
。
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市
町
ご
と
の
感
染
者
数
も

把
握
さ
れ
ず
行
動
制
限
も

な
い
な
か
、
町
民
の
状
況
を
把
握

し
て
い
る
か
。

学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園

の
状
況
は
ど
う
か
。

健
康
相
談
に
つ
い
て

今
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
に

つ
い
て
の
相
談
状
況
と
町
民
が
身

近
に
相
談
で
き
る
窓
口
の
継
続
を

求
め
る
。

　

引
換
券
を
３
，４
６
１
人
に
送

付
し
た
。
12
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）、
愛
知
川
庁
舎
と
秦
荘
庁
舎

で
１
，８
３
７
人
に
休
日
配
布
し

た
。
12
月
20
日
か
ら
愛
知
川
庁
舎

の
子
ど
も
支
援
課
と
秦
荘
庁
舎
の

農
林
振
興
課
で
引
き
換
え
る
。

　

県
で
集
計
さ
れ
て
い
る
自
宅
療

養
者
の
日
々
の
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
、
状
況
把
握
し
て
い
る
。

　

今
年
度
、
４
月
～
10
月
の
健
康

推
進
課
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

を
含
む
感
染
症
の
電
話
相
談
件
数

は
、２
０
７
件
で
全
体
の
41
．２
％

を
占
め
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て

対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
住
民
の

皆
様
の
不
安
を
少
し
で
も
取
り
除

け
る
よ
う
な
対
応
に
努
め
た
い
。

①
集
団
接
種
で
使
用
し
て
い
る
。

②
12
月
６
日
現
在
で
35
．
９
％
。

　

各
学
校
・
幼
稚
園
で
は
、
健
康

ア
プ
リ
等
を
活
用
し
、
子
ど
も
の

感
染
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

　

保
育
園
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
に

２
人
以
上
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ

た
場
合
、
担
任
含
む
ク
ラ
ス
全
員

が
検
査
を
行
い
、
陰
性
の
児
童
の

保
育
を
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

　

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
、
防
災
無
線
の
放
送

で
、
制
度
の
周
知
を
し
て
い
る
。

　

施
設
の
整
備
や
改
修
に
あ
た
っ

て
、
設
置
を
考
え
て
い
く
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
内

容
は
最
良
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

関
連
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

考
え
て
い
な
い
。

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
く
ら
し
安
全
環
境
課
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
）

（
教
育
次
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
教
育
長
）

問問問

答

答

答答

答答

答答

答答 答

新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

思
い
や
り
駐
車
区
画

電
力・ガ
ス・食
料
品
等
価

格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金

学
校
給
食
の
無
償
化

庁
舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配
置

障
が
い
児
者
の
文
化
活
動
と
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

説明会の検証を行い今後に活かす
ことを求める

Q

これまで積み上げてきた内容は最良であるA
　

こ
の
写
真
展
は
、
３
月
22
日
か

ら
4
月
10
日
ま
で
開
催
し
１
，
４

８
１
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
３

月
27
日
の
國
森
康
弘
氏
の
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら

は
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
姿
に
心

を
打
た
れ
た
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
、
関
係
各
課
や
関
係
団

体
と
連
携
し
、
資
料
の
提
供
や
企

画
展
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
た

多
様
な
学
び
の
機
会
提
供
の
場
で

あ
る
町
民
文
化
祭
の
展
示
な
ど
を

通
じ
て
、
誰
一
人
と
し
て
取
り
残

す
こ
と
の
な
い
社
会
的
包
摂
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
今
後

も
進
め
て
い
く
。

　

音
楽
活
動
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
の
社
会
参
加
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
み
な
さ
ん
に
福
祉
に
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
く
機
会
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

音
楽
祭
等
の
開
催
は
、
年
齢
を

問
わ
ず
、
わ
か
り
や
す
く
福
祉
を

理
解
す
る
機
会
の
一
つ
と
な
る
と

思
う
の
で
、
開
催
や
支
援
に
つ
い

て
何
が
で
き
る
か
、
協
議
し
た
い

と
思
う
。

（
図
書
館
長
）

（
教
育
長
）

（
福
祉
課
長
）

答

答答

障がい児者の文化活動の
推進について 庁舎等公共施設の最適配

置に関する行政の計画

町民文化祭での作品展示

思いやり駐車区画の表示
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経
口
中
絶
薬
の
危
険
性
に

つ
い
て

令
和
４
年
３
月
に
開
催
し

た
笑
顔
で
あ
り
が
と
う
の

写
真
展
示
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は

ど
う
で
あ
っ
た
か
。

町
に
お
け
る
障
が
い
児
者

の
作
品
展
示
に
関
す
る
基

障
が
い
児
者
の
音
楽
活
動

と
発
表
会
の
支
援
は

昨
年
12
月
、
厚
生
労
働
省

に
経
口
中
絶
薬
が
承
認
申

請
さ
れ
た
。

　
こ
の
経
口
中
絶
薬
は
、
次
の
点

で
大
変
問
題
が
あ
り
、
危
険
で
あ

る
。
女
性
の
心
身
に
重
篤
な
副
作

用
が
あ
り
、
影
響
が
大
き
く
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
ト
ラ
ウ
マ
と
な

る
。
ま
た
、
安
易
に
使
用
さ
れ
る

危
険
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

を
、
ど
う
考
え
る
か
問
う
。

命
の
始
ま
り
を
大
切
に
す

る
ま
ち
づ
く
り
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

①
Ｂ
Ａ
．４
ー
５
型
を
取

り
扱
う
予
定
は
。

②
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
は
。

子
育
て
エ
ー
ル
米
の
対
象

者
へ
の
配
布
方
法
を
問

う
。

お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を
町
の

宝
と
し
て
歓
迎
す
る
姿
勢

は

愛
荘
16
年
教
育
で
の
胎
児

の
教
育
は

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の

中
で
、
学
校
給
食
の
無
償

化
や
減
免
が
県
内
９
市
町
に
広
が

っ
て
い
る
。
給
食
は
子
ど
も
の
命

綱
で
あ
り
義
務
教
育
は
無
償
と
い

う
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
の
無
償

化
を
求
め
る
。

説
明
会
の
ま
と
め
と
検
証

を
行
い
町
民
に
も
公
表

し
、
今
後
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

を
求
め
る
。

第
２
次
総
合
計
画
・
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
２
０
４
０・

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
庁

舎
等
公
共
施
設
の
最
適
配
置
に
関

す
る
行
政
の
計
画
と
の
整
合
性
は
。

全
て
の
対
象
者
が
５
万
円

給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
適
切
な
対
策
を
行
う
事
を
求

め
る
。

庁
舎
や
町
有
施
設
に
、
思

い
や
り
駐
車
区
画
の
設
置

を
求
め
る
。

　

命
は
と
て
も
尊
い
も
の
で
あ

り
、
お
腹
の
中
に
宿
っ
た
命
こ
そ

が
、
町
の
宝
で
あ
り
、
か
け
が
え

の
な
い
大
切
な
存
在
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

人
生
や
命
は
、一
人
で
は
な
く
、

多
く
の
関
係
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
方
々
の
存
在
に
よ
っ
て
繋
が
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
お
腹
の

中
に
宿
っ
た
新
し
い
命
、
そ
し
て

命
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
や
、日
々
、

あ
り
が
た
い
思
え
る
社
会
を
築
い

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

愛
荘
16
年
教
育
に
お
け
る
胎
児

期
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
に
よ
り
、

お
母
さ
ん
と
お
腹
の
中
の
子
ど
も

が
、
と
も
に
安
定
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。　
　

　

胎
児
期
か
ら
お
母
さ
ん
や
お
父

さ
ん
が
読
み
聞
か
せ
を
行
う
こ
と

で
、
愛
情
を
も
っ
て
子
ど
も
と
接

す
る
こ
と
の
ス
タ
ー
ト
と
す
る
意

味
に
お
い
て
も
、
胎
児
期
か
ら
の

教
育
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

今
後
、
経
口
中
絶
薬
が
承
認
さ

れ
た
と
し
て
も
、
手
術
を
伴
う
処

置
と
同
様
、
お
腹
に
命
が
宿
っ
た

女
性
の
体
や
心
に
、
相
当
の
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
に
変
わ
り
な

く
、
そ
の
た
め
望
ま
な
い
妊
娠
が

避
け
ら
れ
る
よ
う
、
正
し
い
性
に

つ
い
て
の
教
育
と
、
自
分
自
身
を

大
切
に
し
、
相
手
の
こ
と
も
大
事

に
思
え
る
人
づ
く
り
が
重
要
だ
と

考
え
る
。

　

現
在
実
施
し
て
い
る
妊
婦
と
お

腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
事
業
や
、

子
育
て
の
た
め
の
事
業
の
継
続
実

施
と
、
産
み
育
て
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
の
施
策
を
引
き
続
き

実
施
す
る
。

（
町
長
）

（
教
育
長
）

（
健
康
推
進
課
長
）

（
町
長
）

問問

問

問問

問問

問問

問問問

問問答答

答答

障がい児者の作品展示と音楽発表会の
場の提供を

Q

多様な人々の学びの成果を提供する場の
確保に取り組む

A河村　善一河村　善一 議員議員 瀧　すみ江瀧　すみ江 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら
　

障
が
い
児
者
の
文
化
活
動
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
6
月
13
日
に

障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の

推
進
に
関
す
る
法
律
が
公
布
・
施

行
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
31
年
3

月
に
文
科
省
は
障
害
者
に
よ
る
文

化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基

本
計
画
を
作
成
し
た
。

　

滋
賀
県
に
お
い
て
も
、
令
和
3

年
10
月
26
日
に
滋
賀
県
障
害
者
文

化
芸
術
活
動
推
進
計
画
を
策
定
さ

れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

本
的
な
考
え
方
や
進
め
方
は
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山
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町
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議会　産業厚生常任委員会来町

第63回町議会議員研修会

立山町の概要
　富山市の南東に隣接し、北アルプス北部の山々が
高くそびえたつ立山連峰と、その裾野に広がる広大
な平野を有する緑豊かな自然景観に恵まれた町。黒
部ダム、みくりが池、雪の大谷などが有名である。 
人口約 25,000人、面積約 307k㎡、議員定数 14人。

　10月 19日、富山県立山町議会産業厚生常任委員
会委員７名および関係職員が行政視察のため本町を
訪問された。村田議長、村西副議長、総務産業建設
常任委員会　森野委員長、瀧副委員長、副町長、商
工観光課等と意見交換を実施した。主に、本町が実
施するレンタサイクルやスイーツライドの状況を確
認された。
　立山町議会からの情報提供として、立山町観光協
会が、立山町と包括連携協定を締結しているアウト
ドア用品大手とサイクリングコースを設定したこと
や、ジャパンエコトラック※の一環で全国２７箇所
目のスポットとして設定されたことを紹介された。
　また、本町商工観光課が先導し、愛知川ふれあい
本陣や近江上布伝統産業会館の視察も含めて、中山
道周辺をサイクリングしていただいた。その後、バ
スで移動され湖東三山館あいしょうの施設見学を実
施された。

※ジャパンエコトラックとは、トレッキング・カヌー・自転
車といった人力による移動手段で、日本各地の豊かで多様な
自然を体感し、地域の歴史や文化、人々との交流を旅をする
こと。

　11月２日、滋賀県６町の町議会議員を対象とした議員研修が、日野町わたむきホール虹で開催された。
　第１部は、働き・暮らし応援センター”ｔｅｋｉｔｏ -”センター長　野々村光子氏による「１０年後の
彼と地域を見つめた就労支援～未来への下ごしらえ～」を演題とした講演であった。働き・暮らし応援セ
ンターは、障がいのある方の就労実現を行うため、多岐にわたる他機関との連携を含め必要な生活支援の
実施と共に、障がい者の就労ニーズと企業の雇用ニーズをマッチングさせ就労の促進を図ることを目的と
し、福祉圏域単位に相談窓口が設置されている。働くことは、単なる作業ではなく、生きる力を育むステ
ージであり、誰もが真剣であり、誰もがカッコイイ、輝く場所があることなどを熱く講演され、働く人の
思いが重なって大きな大きな力になることを痛感した。
　第２部は、滋賀県土木交通部理事　平松良哉氏による「地域公共交通の活性化に向けた取組について」
を演題とした講演であった。地域交通は、自家用車依存・人口減少の進行に伴う公共交通利用者の減少に
加え、コロナ禍の影響により事業者の経営が極めて悪化している中、現行の事業路線を維持確保すること
が必要である。また、高齢者の運転免許返納の増加への対応など、自らは運転しない人の移動手段を確保
するため、公共交通の利便性向上と利用促進を図り、自家用車から公共交通への利用の転換が必要である
ことが、課題である。令和６年度から近江鉄道の「公有民営」方式による上下分離による運営が開始される。
円滑に開始できるよう見守っていきたい。

愛知川ふれあい本陣を出発

滋賀県土木交通部理事　平松良哉氏 働き・暮らし応援センター”tekito-”センター長　野々村光子氏

幼
稚
園
小
中
学
校
訪
問

第
46
回
町
議
会
広
報
研
修
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　

11
月
14
日
、
11
月
16
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
、
教
育
委

員
等
と
合
同
で
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、中
学
校
を
訪
問
し
、

授
業
や
施
設
の
状
況
を
確
認

し
、
園
長
、
学
校
長
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
の
教
育
環
境
に
配
慮
さ

れ
て
お
り
、
園
、
学
校
生
活

に
お
け
る
充
実
を
図
ら
れ
て

い
た
。

　

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
園

庭
の
除
草
、
発
表
会
の
衣
装

作
成
、
遠
足
に
同
行
さ
れ
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
状
況
を
確
認
し
た
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
修
学
旅
行
の
状
況
を
確
認
し
た
。

　

中
学
校
に
お
い
て
も
、
修
学
旅
行
の
状
況
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

高
校
入
試
一
般
選
抜
の
状
況
、
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
の
対
応
状
況

を
確
認
し
た
。

　

全
体
的
に
、
施
設
の
安
心
・
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会委

員
長　

竹
中　

秀
夫

　

11
月
18
日
、
滋
賀
県

６
町
の
町
議
会
広
報
委

員
を
対
象
と
し
た
広
報

研
修
が
、
竜
王
町
竜
王

防
災
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
一
般
社
団
法

人　

埼
玉
県
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

芳
野
政
明
氏

に
よ
る
講
演
な
ら
び
に

広
報
紙
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

実
施
さ
れ
、
議
会
だ
よ

り
発
行
の
目
的
・
意
義

を
確
認
し
た
。

　
「
開
か
れ
た
議
会
」、

「
民
意
の
反
映
と
意
思

決
定
過
程
の
可
視
化
。

自
治
体
に
関
す
る
住
民
の
判
断
材
料
の
提
供
」
を
基
本
と
し
、

説
明
責
任
を
果
た
し
、
住
民
・
読
者
の
関
心
に
応
え
な
が
ら
、

住
民
と
の
つ
な
が
り
、
関
係
性
を
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
再
認
識
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
自
治
意
識
の
醸
成

へ
貢
献
す
る「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
努
め
て
い
き
た
い
所

存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

久
保
田　

正
利

学校での意見交換

広報研修会での講演



　　　　

　　　　

　
　

【
発
行
責
任
者
】

　
　
　
　
議
長　
村
田　
　
定

【
広
報
常
任
委
員
会
】久

保
田
正
利

小
菅　
久
宣

中
川
喜
代
和

村
西　
作
雄

森
野　
　
隆

瀧　
す
み
江

委　
員　
長

副
委
員
長

委
員

委
員

委
員

委
員

　　　　本会議のみ
インターネットで
 配信しています！

会議時間の詳しくは事務局へお問い合わせください。
議会事務局	： TEL

FAX
42ｰ7670
42ｰ7698

3月	16日（月）	予算・決算特別委員会　第１委員会（総務）　　第４会議室　9：00〜
3月	18日（水）	 　　　　〃															第２委員会（産業建設）　　〃　　　9：00〜
3月	19日（木）	 　　　　〃															第３委員会（民生）	　　　　〃　　　9：00〜
3月	10日（金）	 　　　　〃															第４委員会（教育）	　　　　〃　　　9：00〜
3月	13日（月）	予算・決算特別委員会　　　　　　　　　　　　		議場　　　9：00〜

◎3月			2日（木）	一般質問（開会）　　　　　　　　　　議場　　　											9：00〜
◎3月			3日（金）	一般質問・議案審議　　　　　　　　　〃　　　											9：00〜
◎3月	24日（金）	議案審議（閉会）　　　	　　　　　　　〃　　　										 	9：00〜

（都合により、会議の日時が変更になる場合があります）

予算・決算特別委員会および小委員会（当初予算審議）

本会議（場所	議場）

上記の本会議・委員会を傍聴できます

3
月
定
例
会
の
予
定

録画配信ライブ配信

ライブ配信
LIVE STREAMING

愛荘町議会の愛荘町議会の

ホームページへホームページへ
映像配信

https://aisho-town.stream.jfit.co.jphttps://aisho-town.stream.jfit.co.jp

　

平
成
20
年
3
月
に

町
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
金
剛
輪
寺
木
造

狛こ
ま

犬い
ぬ

は
、
高
さ
60
㎝
余

り
の
像
で
す
。
近
世
の

狛
犬
は
参
道
両
脇
や

本
殿
の
前
に
一
対
で

置
か
れ
て
い
る
石
造

品
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
の
で
す
が
、
そ
れ
以

前
は
拝
殿
や
本
殿
の

内
に
安
置
さ
れ
る
木

像
品
が
主
流
で
し
た
。

　

迫
力
の
あ
る
体た

躯い
く

や
量
感
を
感
じ
る
胸

部
、
野
性
的
な
面め

ん

相そ
う

の

表
現
か
ら
お
お
よ
そ

鎌
倉
時
代
後
期
（
13
世

紀
）
の
作
品
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
向
か
い
合
う

2
体
を
狛
犬
と
呼
び

ま
す
が
、
片
側
の
口
を
開
け
た
（
阿あ

形ぎ
ょ
う）
像
は
獅
子
、
角
を
持
つ
閉
口
の

（
吽う

ん

形ぎ
ょ
う）

像
が
狛
犬
で
、
こ
れ
が
典
型
的
な
組
み
合
わ
せ
で
す
。
威い

嚇か
く

す

る
面
持
ち
は
、
守
護
獣
と
し
て
の
表
現
で
、
寺
院
の
仁
王
像
が
仏
を
邪じ

ゃ

鬼き

か
ら
守
る
の
と
同
様
に
、
外
敵
か
ら
神
域
を
警
護
す
る
た
め
に
置
か
れ
て

い
る
像
で
す
。　

表
紙
の
説
明

「
金
剛
輪
寺
木
造
狛こ

ま

犬い
ぬ

」　
町
指
定
文
化
財

愛荘町議会だより
2023.2

20

　

コ
ロ
ナ
に
明
け
暮
れ
た
令
和
4
年
も
幕
を
閉

じ
、
輝
か
し
く
希
望
に
満
ち
た
（
期
待
）
令
和

5
年
を
迎
え
、
早
や
ひ
と
月
余
が
経
ち
ま
し
た
。

皆
様
方
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
か
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、
国
や
市

町
の
施
策
も
一
定
の
成
果
は
挙
げ
ら
れ
た
も
の

の
、
抜
本
的
な
対
策
に
は
ほ
ど
遠
く
、
今
後
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
し
て
、
共
存
す
る
施
策
展
開

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
昨
年
12
月
22
日
、「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ

輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
愛
荘
町
実
行
委
員
会
発

起
人
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
本
年
3
月
に
は
同
実
行
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
2
年
後
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
開
催
に
向

け
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
な
準
備
啓
発
活
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

 

全
国
各
地
か
ら
来
町
さ
れ
る
選
手
役
員
の
皆

さ
ん
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
温
か
く
迎

え
る
町
の
盛
り
上
げ
に
、
議
会
も
積
極
的
に
関

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。村

西　

作
雄　

記

木造狛犬が置かれている護摩堂


